
石灰を通じて世の中をもっとおもしろく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4
月
29
日
（
金
・
祝
）
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
初
日
は
生
憎
の
雨
天
で
し
た
が
、

無
事
、
井
上
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
い
ち
醸
造
所
＆

シ
ョ
ッ
プ
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
期
間
は
想
定
を
超
え
る
お
客
様
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
高
知
県
人
の
お
酒
愛
を
改

め
て
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
（
笑
） 

 

ま
た
、
見
晴
ら
し
の
い
い
テ
ラ
ス
か
ら
、

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
香
南
市
と
雄
大
な

太
平
洋
が
一
望
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
プ
チ
ワ
イ
ン

会
を
楽
し
む
お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
高
知
県
で
ブ
ド
ウ
栽
培
か

ら
ワ
イ
ン
醸
造
ま
で
一
貫
し
て
行
う
こ
と

で
、
高
知
で
し
か
つ
く
れ
な
い
ワ
イ
ン
を
、

高
知
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
味
わ
い
で
多
く

の
皆
さ
ま
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
！ 
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私たちのチームは昨年 10月に発足し、チーム員 3名で新商品や新規

事業を企画する活動をしております。新素材や技術開発のテーマを

見つけて、お客様の次の技術発展に貢献できるように日々情報を集

めています。先日も関西で開催された高機能素材 Week 展を訪問し、

サステナブルの潮流を強く感じ

てきました。世の中で求められて

いる観点を素早く取り入れ、お客

様のお役に立てる解決策を早く

創造できるよう活動しています。 

 

 

私たち第二営業グループは、農薬と肥料の国内営業を担当しています。

特に農薬の IC ボルドーは日本全国に販売をしており、私たちも全国を

飛び回っています。農作物の栽培には農薬が欠かせません。中でも ICボ

ルドーは安全安心で、細菌性病害には効果が高い農薬です。2024年には 

IC ボルドー販売開始から 30 周年

を迎えます。これからもおいしく

て安全な農作物栽培に貢献し、全

国各地の生産者との交流を求めて

全国に出かけます！ 

 
 

  

2022年 6月号 No.3 

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
編
集
担
当
の
西

垣
で
す
。
当
社
は
、
今
年
の
2
月
に
高
知
県

よ
り
、「
こ
う
ち
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
企
業
」
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
高
知
県
で
は
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
広
が
り
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域

社
会
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
県
内
事
業
者
に
よ

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
取
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
当
社
は
、
産
業

廃
棄
物
の
削
減
、
有
給
休
暇
取
得
向
上
、
環

境
負
荷
低
減
を
目
標
に
掲
げ
、
２
０
２
５

年
に
達
成
す
べ
く
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 
 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
の
他
に
も
社
会
情

勢
の
変
化
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

計
画
し
て
お
り
、
よ
り
一
層
、
挑
戦
し
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
の
井
上
石
灰
の
変

革
を
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
記
事
を
心
が
け
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

社長室企画開発チーム 
次の無比なる価値の 

創造に向けて 

 

第二営業グループ ＩＣボルドーは農家の味方です！ 

 

先日、約 3 年ぶりにタイへ訪問してまいりました。未だ続

くコロナウイルスの影響からか、旅行客も少なく、簡単に入

国できました。空港では、売店が休業していたり、改装され

ていたりと、3年間のコロナのダメージが大です。ですが一

番の問題は、帰国時の入国審査です。審査が 4 時間にも渡

り、大変でした。今後、海外への渡航が増えますが、日本の

入国審査の緩和とコロナ禍の収束を切に願っております。 

 

佐々木常務の一言 


